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ステージＢ「生徒の安全を確保し，学びを徐々に充実していく段階」は、緊張と緩和の線

引きに悩むことが多く、休み時間に集まって談笑している様子をほほえましく感じながら

も、マスク着用や密接になっていないかが気になって険しい表情になってしまいます。 

ステージＣは「生徒の安全を確保し、学びを徐々に平常時に回復する段階」として始業時

間と火木の 7時間授業が平常になります。食育（給食）は再開を延期しています。詳細は 5

ページをご覧ください。新しい生活様式への対応が次の段階で制限を緩和する判断材料と

なります。引き続きご家庭のご理解・ご支援をよろしくお願いいたします。 

 【ステージＣ】 

・6月 22日（月）～7月 5日（日）の 2週間 

 ・平常登校 

 ・時程 SHR 8:45  1校時 8：55-9:35  2校時 9:45-10:25 

     3校時 10:35-11:15  4校時 11:25-12:05  5校時 12:50-13:30 

     6校時 13:40-14:20  7校時※ 14:20-15:10 終 SHR  ※火木 

 ・分散喫食を継続 ※食育（給食）再開は延期、購買ショップとパン販売も再開延期 

 ・早期下校 16時過ぎには下校 

 ・部活動なし 

今回発信しているのはステージＣでの防疫対策Ⅲです。ステージＤから再開予定の食育、

購買ショップ再開、部活動等は「学校再開時の防疫対策Ⅳ」でお知らせします。また今後の

新たな情報や知見が得られた場合には随時対策を見直していきます。 

【再掲】 

防疫対策の前提として生徒・ご家族の皆様の理解・協力は不可欠です。体調不良や微熱の

自覚にもかかわらず登校し、感染が疑われるケースが発生した場合は再休業となる可能性

があります。また常時マスク着用や徒歩通学など学校生活全般で新しい生活様式への対応

が必要です。再開に向け、防疫対策をご家庭で共有し、健康管理の徹底をお願いいたします。

その上で、登下校や学校生活に心配があり不安を感じられる場合は、無理をして通学せずに

自宅で学習に取り組むことを学年とご相談ください。欠席ではなく公欠扱いとします。 

 

０ 新しい生活環境【再掲】 

（１） 玄関・廊下・階段 

 ・玄関に消毒ボトルを設置 

 ・使用教室棟の玄関を利用し、扉は右側通行 



 ・廊下と階段の通行は右側通行 

 ・取手に触れないよう玄関扉は常に開放 

 ・ウォータークーラーは使用を禁止 

（２） 教室 

 ・授業で使用する全ての教室を利用 

 ・ホームルームには消毒ボトルを設置 

 ・1教室に通常の人数で授業を実施（前後約 65～70㎝・左右約 90㎝の間隔） 

・廊下窓は常に全換気、教室窓は授業中 2方向の窓・扉を開放、休み時間はすべての窓・

扉を開放 

・エアコンは必要に応じて使用するが、使用中も定められた換気を行う 

（３） 手洗い場・トイレ 

 ・利用は休み時間となるため、Ａ棟や体育館、屋外の手洗い・トイレも利用する 

 ・利用者間のソーシャルディスタンスを確保する 

（４） 消毒・清掃作業 

 ・1日 1回、手洗いとトイレ、教室ドアノブを放課後に教員が消毒作業 

 ・清掃事務員と神戸大学委託業者により清掃・消毒作業 

（５） ゴミ箱 

 ・感染の危険性のあるゴミ回収をしないように教室・廊下にゴミ箱は当面設置しない 

 ・女子トイレの汚物入れは設置する 

 ・ゴミは家庭に持ち帰って処理できるように各自でゴミ袋を持参する 

 

１ 健康管理【更新】 

（０）健康観察のお願いと健康観察表の活用について 

生徒本人，教職員，地域住民の間の感染症の予防のため，毎日の健康観察と健康観察表※

の記録のご協力をお願いいたします。生徒自身が健康管理を行うにあたって，毎日の健康観

察を習慣付けて行うことはとても大切なことです。この習慣が生徒自身はもちろん御家族

や周りの大切な人の命を守ることに繋がります。健康観察は毎朝・晩の検温※と諸症状の有

無（咳，息苦しさ，強いだるさ，頭痛・筋肉痛・関節痛，下痢などの腹部症状，味覚または

嗅覚の異常，その他風邪症状）を確認し，健康観察表に記録して活用するようにしてくださ

い。その他いつもとは違う気になる症状がある場合などは備考欄に記入するよう心がけて

ください。健康観察表は，学校再開の際は毎日持参いただきます。各自で携帯し、いつでも

提示できるように準備をお願いします。特にその日の御家庭での体温測定が確認できない

場合は，教室入室をお待ちいただくこともあります。人命保護と感染拡大抑制を最優先する

観点から行うことですので，御面倒ですが御協力をお願いいたします。 

※健康観察表は用紙を前週に配布し、この防疫対策Ⅲにも添付しています。御家庭で印刷

して活用してください。忘れた場合は生徒相談室Ⅰ前の観察表を利用してください。 



（１）登校判断 

 ・健康観察表の観察項目に該当する諸症状を有する場合は、必ず自宅療養をお願いします。 

  項目は、発熱、咳，息苦しさ，強いだるさ，頭痛・筋肉痛・関節痛，下痢などの腹部症

状，味覚または嗅覚の異常，その他風邪症状です。 

（２）登校時に朝の検温を確認 

 ・正門あたりで未検温者の誘導を呼びかけます。自己申告で対応してください。 

 ・未検温の場合は（３）の手順で検温してください。 

（３）登校時に未検温者の体温測定 

・登校時に検温してきていない生徒はＡ棟玄関前（雨天時は生徒相談 1）にて各自で検温

します。 

・対象者が複数の場合は、間隔を確保して待機してください。 

・徒歩通学による体温上昇が収まってから検温します。 

・教員は立ち会わずに生徒個人で検温、健康観察表の記録、体温計消毒を行います。 

  →平熱の場合はホームルームへ移動する 

  →発熱時は保健室前廊下に移動し、以下（４）の対応を行います。 

（４）登校後の体調不良 

 ・登校後に体調を崩した場合は、職員室を訪ねず、保健室前廊下で養護教諭に用件を伝え

てください。 

・感染が疑わしい症状の場合は、養護教諭の指示により別室で待機します。必要に応じて

簡易ベットを利用してください。 

 ・発熱や諸症状が確認された場合は早退とし、学年教員から保護者に連絡します。 

・保護者のお迎えを原則としますが、難しい場合は相談の上、公共交通機関を利用して帰

宅していただきます。 

 ・生徒による「早退許可証」記入・提出は不要です。→保健室で作成し教務課に提出 

・けがの処置やその他の体調不良、健康相談は保健室内で対応します。 

  

（５）学校生活における感染防止 

 ・「3密」を避ける行動の習慣化が必要です。 

 

 ・手洗いは接触感染を避ける有効な方法です。こまめに手を洗いましょう。 



 ・手洗い場が混雑しないよう他の棟・フロアにある手洗い場も利用しましょう。 

  

 ・飛沫感染を避けるため咳エチケットを徹底してください。   

熱中症の危険性によりマスクを外すときはソーシャルディ

スタンスを確保してください。またマスクを着用していて

も長時間の対話は避けてください。 

（６）服装・持ち物 

 ・夏日や梅雨の中での徒歩登下校と換気しながらのエアコン使用教室に対応した服装を

各自で考えてください。制服にこだわりませんが、公共交通機関内で不快感を与え、露

出の多い服装は避けてください。 

 ・交通機関内と校内では常にマスクを着用し、徒歩登下校時は他者と 2m以上の間隔がと

れるときは熱中症防止の観点からマスクを外すようにしてください。 

 ・徒歩に適したカバンで通学してください。 

 ・ハンカチやタオル、使用したティッシュペーパーや制汗シートなど個人のゴミを入れる

ビニール袋等、外したマスクを入れるビニール袋や布を持参してください。 

 ・ウォータークーラーは使用できません。水筒等は各自で準備してください。 

（７）昼食 

 ・購買ショップやパン販売は停止しているのでお弁当を準備してください。 

 ・ゴミ箱を設置していません。弁当ゴミを出さないか、出たゴミは持ち帰るようにしてく

ださい。 

 ・ホームルームと他の教室を使用して分散化を図り、一つの教室人数が少なくなるように

します。食事する教室は学年教員から連絡します。 

 ・食事前の手洗いは必要不可欠な防疫対策です。手洗い後から食事を始めるまで手指の清

潔を保ち、心の中で「いただきます」を言いましょう。 

 ・「席は前向き」「席は離したまま」「会話は控える」「ランチョンマット等を使用※」 

  ※使用する机を清潔に保ち、お弁当の汚染を防ぐ 

  



分散喫食の継続と食育（給食）再開の延期について 

 

食育（給食）は開始までにメニュー作成、食材調達、調理工程作成、アレルギー対応（連

絡・指導）などの準備が必要で、最低でも開始日 10 日前には実施可否を判断しなければ

なりません。ステージ C開始の 6月 22日から給食を再開するために 6月 9日に危機管理

委員と給食実施学年で検討を行いました。 

給食を再開するための判断材料は 6月 8日より再開した持参弁当の喫食の実態であり、

「丁寧に手を洗う」「前を向く」「会話を控える」「机は離したまま」などの喫食時の「新

しい生活様式」を生徒が身につけているかの確認が必要です。6月 9日時点では喫食 2日

間の様子から新しい生活様式への対応を確認することはできずステージ C からの給食再

開を断念しました。ステージ Dから給食を再開するために、分散教室による喫食状況を 6

月 12日まで指導・巡回して、喫食時の「新しい生活様式」への対応を確認しました。す

べての学年で概ね対応できていることが判明しましたが、今緩和してしまうと身につき

始めた生活様式が崩れてしまうという懸念があります。 

 

 ステージ C の喫食は「新しい生活様式」の定着を図るために分散喫食を継続します。

1・2 年生の給食はステージＤ（7 月 6 日～7 月 29 日）からの再開を目指しますが、分散

喫食状況から生徒の様子に不安を感じたり地域の感染状況が悪化したりした場合は随時

再開を見直します。 

購買ショップとパン販売は営業を再開すると利用生徒の喫食時間がそろわないことで

指導が困難になるため、ステージＣからの営業再開を延期します。 

 

 

２ 登下校【更新】 

（１） 徒歩通学を推奨 

 ・登下校とも徒歩通学を推奨します。天候や体調で利用を判断してください。 

 ・神戸市バス 19・39系統の学校先行便と直行便が運行を再開※します。引き続き甲南病

院回りには乗車しないようにしてください。 ※新ダイヤを次ページ掲載 

 ・バスに乗車する場合は、マスクを着用し、密接しないよう距離をとって乗車してくださ

い。車内が密になっている場合は、乗務員より乗車をお断りする場合があります。 

 ・徒歩通学時は、ソーシャルディスタンスを確保してマスクを外し、通行車両や一般歩行

者に注意し、前期課程はバス路沿いの歩道を利用します。 

（２） 電車利用 

 ・車両内での「3密」を避け、中等生同士も間隔を確保して乗車してください。 

 ・券売機やつり革との非接触を心がけましょう。またつり革等に触れた手で顔を触らない

ようにしましょう。 



 

 

３ ステージＣの教育活動【更新】 

（１）グループ学習（小集団学習） 

・個人の意見を記入したワークシート、プリントを回覧し、コメントを記入するなど、声

を出さない、対面しないように工夫します。 

 ・声を出しての意見交換、情報交換が必要な場合は、次のように留意します。 

「体の向きのみ変え、近づかない」「長時間行わない」「大声で話さない」 

（２）教科リーダー（基礎期）について  

・次時の準備物確認は前時終了後に、教科担任から教科リーダーに確認します。 

・前時終了後に伝達できない場合は、教科担任が主体的に動き、授業前日に教科リーダー

が伝えられるようにします。 

・リーダー学習および「主題とねらい」確認は、教科担任が必要と考える場合に実施しま

す。教科リーダー との打ち合わせは、外で行うなど「密」にならないようにします。 

（３）制限する活動 

・感染症対策を講じてもなお感染のリスクが高い活動はステージＣでは制限もしくは行

いません。 

・日直の役割は制限 

・清掃活動は停止 

・ロッカー室利用は停止→カバンは机の右側フックに掛け、移動時はカバンを携行 

 



（４）図書室 

・平常の教育活動に戻るまでの間、図書館の資料を使った皆さんの自宅での自主学習をこ

れまで以上に支援します。学びの充実にあたり、是非活用してください。 

・昼休みのみ図書室を開館します 。ステージ Bまで認めていなかった図書室での閲覧も

解禁します。 

 ・混雑し、対人距離が確保できない 場合は 入室 制限を設け ます 。 その場合、長く滞

在している生徒に退室をお願いすることがあります。 

・開館時は窓＋2つの出入り口を開けます。 

・貸出・返却処理は学校司書が対応します。返却された図書は 24時間は書架に戻さずに

保管のうえ、可能な資料は表面を消毒します。 

・手洗いをしてから入室してください。また、入室・退室の際は必ずアルコールで消毒し

てください。 

・スリッパは当面撤去します。靴を脱いで入室してください。 

・放課後は開館しません。 

（５）学習室 

 ・ステージＣは早期下校措置により使用停止を継続します。 

（６）昼休みの用具貸し出し 

 ・体育委員会による検討後（7月上旬）、体育委員による貸し出しを再開する予定です。 

 

 

☆次ページにステージＣ健康観察表を掲載しています 


